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『
東
と
西
の
医
療
文
化
」

日
本
に
あ
る
八
十
の
医
科
系
大
学
の
中
で
唯
一
の
医
史
学
研
究
講
座

を
専
任
教
官
と
し
て
主
宰
し
て
こ
ら
れ
た
順
天
堂
大
学
酒
井
シ
ヅ
教
授

の
御
退
任
を
期
し
、
吉
田
忠
・
深
瀬
泰
旦
両
氏
の
編
集
で
、
ま
と
め
あ

げ
ら
れ
た
記
念
論
文
集
で
あ
る
。

執
筆
者
の
選
定
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、

亡
時
の
連
絡
方
法
な
ど
に
関
し
て
家
族
に
十
分
な
説
明
を
し
て
い
れ

ば
、
家
族
だ
け
の
看
取
り
も
可
能
に
な
る
。
と
い
う
報
告
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
筆
者
の
経
験
か
ら
み
る
と
、
こ
の
報
告
は
看
取
り
の
実
際
を

楽
観
し
す
ぎ
て
い
る
と
思
う
。
看
取
り
の
実
際
に
熟
練
し
た
人
が
一
人

は
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
看
取
り
を
じ
っ
く
り
検
討
す
る
の
に
必
要
な
考
え
方

を
示
さ
れ
、
さ
ら
に
貴
重
な
資
料
を
数
多
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
努

力
に
た
い
し
、
心
か
ら
感
識
す
る
と
と
も
に
今
後
ま
す
ま
す
研
究
が
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
杉
田
暉
道
）

〔
法
政
大
学
出
版
局
、
千
代
田
区
九
段
北
三
’
二
’
七
、
電
話
○
三
’
五

一
二
四
’
五
五
四
○
、
二
○
○
一
年
四
月
二
十
五
日
、
Ａ
五
判
、
本
体

二
六
○
○
円
〕

吉
田
忠
・
深
瀬
泰
旦
編

十
八
名
の
学
究
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
と
す
る
領
域
に
お
い
て
、
西
洋
と
東

洋
の
医
療
を
文
化
史
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
意
識
し
て
寄
稿
さ
れ
た
質
の

高
い
好
論
文
集
で
あ
る
。

巻
頭
に
は
酒
井
シ
ヅ
教
授
の
「
医
史
学
と
私
」
の
小
文
が
据
え
ら
れ

て
い
る
。
「
私
と
医
史
学
」
「
医
史
学
会
と
私
」
の
二
章
に
分
け
て
医
史

学
者
と
し
て
努
力
に
努
力
を
重
ね
て
来
た
一
筋
の
道
の
歩
み
を
静
か
に

つ
つ
ま
し
く
語
っ
て
い
る
名
文
で
あ
る
。

脳
神
経
の
研
究
か
ら
医
史
学
研
究
に
転
身
す
る
に
あ
た
っ
て
、
小
川

鼎
三
先
生
と
い
う
傑
出
し
た
師
匠
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
仏

教
で
い
う
真
理
に
至
る
四
つ
の
階
段
の
第
一
歩
を
正
し
く
踏
ん
だ
と
い

シ
え
る
。

せ
つ
ど
ん
ぜ
ん
ち
し
き

仏
教
で
真
理
に
至
る
第
一
段
階
は
「
説
近
善
知
識
」
Ⅱ
正
し
い
師
に

し
ょ
う
も
ん
く
ん
じ
ゅ
う

に
よ

会
う
、
第
二
は
「
正
間
薫
習
」
Ⅱ
正
し
い
こ
と
を
聞
く
、
第
三
は
「
如

り
さ
く
い

理
作
意
」
Ⅱ
聞
い
た
こ
と
に
つ
い
て
自
か
ら
そ
の
背
後
に
あ
る
も
の
を

つ
う
だ
つ
し
ん
に
ょ

考
え
る
。
最
後
の
段
階
は
、
「
通
達
真
如
」
Ⅱ
根
元
的
な
こ
と
か
ら
考
え

て
自
己
開
発
を
客
観
的
に
考
え
、
真
理
を
発
見
す
る
。
酒
井
医
史
学
は

こ
の
道
を
た
ど
っ
た
。

小
川
先
生
亡
き
後
で
の
「
説
近
善
知
識
」
と
も
い
え
る
学
究
仲
間
で
、

同
志
と
も
な
っ
た
人
々
が
、
十
八
人
の
執
筆
者
で
あ
る
。
酒
井
シ
ヅ
教

授
に
と
っ
て
学
際
的
な
御
同
朋
、
御
同
行
で
あ
り
、
正
統
な
学
術
の
道

を
歩
ま
し
て
く
れ
た
協
同
研
究
者
た
ち
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
論
文
集
の
執
筆
者
は
多
岐
多
彩
で
あ
る
し
、
執

筆
テ
ー
マ
も
内
容
も
個
性
的
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
将
来
の
研
究

展
開
の
可
能
性
の
示
唆
に
富
む
も
の
が
多
い
。
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内
容
は
五
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

第
一
項
は
漢
方
医
学
研
究
ベ
テ
ラ
ン
に
よ
る
三
編
、

中
国
医
籍
年
代
総
目
録
（
十
六
世
紀
以
前
）
真
柳
誠

和
漢
薬
の
来
源
小
曽
戸
洋

淺
井
周
伯
の
養
志
堂
講
義
録
山
田
慶
兒

第
二
項
は
江
戸
期
の
西
洋
医
学
受
容
関
係
四
編
で
あ
る
が
、
白
杉
悦

雄
は
庸
医
、
近
藤
均
は
三
浦
梅
園
に
つ
い
て
独
自
の
視
点
か
ら
の
所
論

を
記
し
て
い
る
。

神
の
模
倣
と
し
て
の
体
’
一
七
世
紀
初
頭
の
ア
ナ
ト
ミ
ァ
と
日
本

で
最
初
に
翻
訳
さ
れ
た
解
剖
学
害
月
澤
美
代
子

も
う
一
つ
の
ハ
イ
ス
テ
ル
の
害
吉
田
忠

の
二
編
が
、
実
証
派
医
史
学
研
究
者
の
注
目
を
集
め
る
に
十
分
な
、
濃

い
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

第
三
項
は
社
会
的
な
関
心
に
連
な
る
三
編
で
、

江
戸
の
銭
湯
に
み
る
養
生
と
清
潔
鈴
木
則
子

は
江
戸
風
俗
史
視
点
と
衛
生
史
的
な
視
点
を
上
品
に
ま
と
め
て
い
る

が
、
銭
湯
と
売
春
、
性
病
の
関
係
の
切
り
込
み
を
深
く
す
る
必
要
も
文

化
史
的
に
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
研
究
の
展
開
を
期
待
す
る
。

梅
毒
の
文
化
史
的
研
究
序
説
福
田
清
人

は
世
界
梅
毒
史
に
連
な
る
日
本
の
梅
毒
の
伝
播
と
防
疫
に
関
す
る
今
後

の
研
究
が
、
土
肥
戻
蔵
の
『
世
界
梅
毒
史
」
を
越
え
て
行
か
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

老
い
と
痴
呆
へ
の
ま
な
ざ
し
新
村
拓

は
ア
ッ
プ
ト
ゥ
デ
イ
ト
の
社
会
福
祉
問
題
へ
の
糧
と
な
る
。

第
四
項
は
明
治
期
の
医
事
制
度
に
関
す
る
二
論
文
、

明
治
期
の
侍
医
制
度
と
池
田
文
書
遠
藤
正
治

歩
兵
屯
所
附
医
師
の
医
療
活
動
深
瀬
泰
旦

は
積
年
の
調
査
分
析
研
究
を
基
盤
に
し
た
も
の
で
、
特
に
遠
藤
の
論
文

は
宮
廷
社
会
に
お
け
る
西
洋
医
学
受
容
の
迂
余
曲
折
の
事
情
と
そ
の

生
々
し
さ
が
伝
わ
る
。

占
領
期
の
病
院
改
革
杉
山
章
子

青
年
期
か
ら
壮
年
期
か
ら
身
を
以
て
体
験
し
た
筆
者
に
と
っ
て
は
未

だ
生
々
し
く
日
本
病
院
事
始
と
し
て
、
脳
裏
に
甦
っ
て
く
る
が
、
既
に

自
分
自
身
が
そ
の
歴
史
的
な
証
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
女
子
医
学
教
育
の
成
立
と
展
開
ｌ
ｌ
中

国
・
朝
鮮
を
中
心
と
し
て
三
崎
裕
子

は
西
洋
文
化
と
の
接
触
が
な
け
れ
ば
進
展
し
な
か
っ
た
東
洋
的
宿
命
に

日
本
と
の
時
差
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
知
る
好
論
文
で
、
東
ア
ジ
ア
の

女
子
医
学
教
育
は
日
本
が
先
導
し
た
と
言
え
る
。

第
五
項
は
三
人
の
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
三
編
。

○
邑
吾
①
罰
Ｒ
８
画
目
旦
冨
８
国
扁
冒
の
２
２
扇
２
号
○
①
。
冒
昌

〕
ｍ
Ｃ
ｍ
ｐ

弓
○
罵
隠
侭
冨
言
冨
］

は
十
七
世
紀
の
日
本
で
の
西
洋
医
学
特
に
南
蛮
外
科
・
紅
毛
外
科
の
受

容
に
つ
い
て
、
長
年
の
研
究
の
成
果
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
。
通

詞
及
び
長
崎
遊
学
の
医
師
た
ち
の
受
容
し
た
西
洋
医
学
は
、
こ
の
時
代

の
日
本
の
漢
方
医
学
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す
ほ
ど
の
影
響
力
は
未
だ
与
え

な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
ぐ
○
二
Ｆ
台
国
侭
目
ｇ
旨
冒
ロ
．
ご
＄
の
著
者

で
あ
る
。
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〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’

七
五
一
’
一
七
八
一
、
二
○
○
一
年
五
月
十
一
日
、
Ａ
五
判
、
四
三
九

頁
、
本
体
八
五
○
○
円
〕

目
の
８
の
①
目
の
ｍ
の
目
邑
昌
○
旨
冒
吾
の
原
島
言
○
号
目
乏
○
『
丘

ｇ
ご
己
①
＆
侭
團
の
国
且
雪
の
牌
少
邑
昌
旨
邑
冨
の
５

は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
歴
史
学
部
準
教
授
で
、
か
っ
て
酒
井
教
授
の

指
導
で
研
究
し
た
成
果
を
基
に
し
て
の
執
筆
で
あ
る
。
十
七
世
紀
後
期

の
西
洋
と
ア
ジ
ア
共
に
都
市
化
に
よ
る
人
口
集
中
と
海
上
・
陸
上
交
通

の
飛
躍
的
発
達
に
よ
る
西
洋
及
び
近
隣
諸
国
と
の
交
渉
に
よ
り
、
伝
染

病
の
広
域
化
を
も
た
ら
し
た
と
の
主
張
を
文
化
史
的
視
点
で
論
述
し
て

い
る
。

○
四
房
巴
弓
訂
○
『
耐
の
旦
団
①
吋
弓
①
１
号
『
言
い
吾
の
両
冑
ご
言
①
曇

勺
①
凰
○
ｇ
弓
壷
①
両
四
吋
ご
甸
貝
日
胃
ご
口
旦
ｍ
ｚ
２
尹
己
ユ
ハ
四
日
日
己

昏
①
弓
彦
①
Ｏ
ｑ
ａ
ｍ
９
弓
の
風
す
①
言
い
四
己
冒
貯
旦
さ
ご

○
彦
臥
胃
圃
ご
○
ず
①
ユ
吐
口
Ｑ
①
門

東
大
医
学
部
研
究
員
で
も
あ
っ
た
人
で
、
脚
気
学
説
の
変
転
と
社
会
問

題
化
を
明
治
初
期
の
位
相
で
と
ら
え
て
要
領
よ
く
論
述
し
て
い
る
。

末
尾
に
酒
井
教
授
の
略
歴
、
業
績
目
録
が
附
さ
れ
て
あ
り
、
日
本
を

代
表
す
る
医
史
学
者
と
し
て
の
多
岐
に
わ
た
る
研
究
の
ほ
ぼ
全
貌
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
退
任
後
の
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

充
実
し
た
記
念
論
文
集
で
あ
り
、
医
史
学
研
究
の
文
化
史
的
視
点
で

の
取
組
み
の
指
針
と
も
な
り
う
る
著
作
で
も
あ
る
。

（
茄
原
宏
）

『
養
生
の
楽
し
み
』

「
江
戸
時
代
に
は
様
々
な
養
生
論
・
養
生
法
が
書
か
れ
た
。
こ
れ
ら
を

手
際
よ
く
紹
介
し
て
先
人
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
私
達
の
「
養
生
」
の
あ

る
べ
き
姿
を
考
え
る
。
」
と
本
書
の
表
紙
の
見
返
し
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
読
後
に
は
「
養
生
」
に
関
す
る
一
通
り
の
知
識
が
身
に
付
い

た
よ
う
な
、
嬉
し
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
書
で
あ
る
。

主
と
し
て
江
戸
時
代
の
後
期
の
養
生
害
に
依
り
な
が
ら
、
日
本
の
江

戸
時
代
の
養
生
思
想
を
紹
介
し
て
い
る
の
だ
が
、
ま
ず
改
め
て
感
心
す

る
の
は
、
「
養
生
」
の
思
想
が
日
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
本
書
が
導
い
て
く
れ
る
テ
ー
マ
は
、

章
ご
と
に
食
べ
物
や
運
動
、
性
生
活
、
温
泉
、
呼
吸
法
、
睡
眠
、
医
者

の
選
び
方
な
ど
様
々
で
、
い
ず
れ
も
卑
近
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
博
学
の
著
者
の
案
内
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
だ
け
で
は
な

く
時
に
は
古
代
中
国
へ
、
時
に
は
現
代
日
本
へ
と
次
か
ら
次
へ
と
時
間

と
空
間
を
越
境
し
て
話
が
広
が
っ
て
い
く
。
頁
を
繰
り
つ
つ
知
的
興
味

は
尽
き
な
い
。

た
と
え
ば
呼
吸
法
。
神
仙
術
の
呼
吸
に
関
す
る
養
生
法
で
あ
る
「
調

息
」
に
つ
い
て
、
中
国
の
道
家
思
想
や
禅
家
の
「
数
息
観
」
、
こ
れ
ら
を

江
戸
時
代
の
養
生
家
が
ど
う
取
り
入
れ
て
い
る
か
、
的
確
に
古
今
内
外

の
文
献
を
引
き
な
が
ら
紹
介
す
る
。
だ
が
本
書
の
面
白
さ
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。

「
ま
ず
、
息
の
吸
い
方
、
吐
き
方
は
神
仙
術
の
吐
納
法
と
同
じ
く
大
き

瀧
澤
利
行
著


